
Title 経済学上より観たる結婚問題（其二）
Sub Title
Author 高城, 仙次郎

Publisher 三田学会
Publication year 1912

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.6, No.1 (1912. 1) ,p.136- 153 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19120100-

0136

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


び

S

J

U

:a
然
法
の
如
農
際
法
I

在
I

定
す
る
の

I I
;

成
■

! !
國

I I
I I
1 1
I I

1

所
あ
I

知
る
ベ
し
大
に
努
力
せ
ざ

5

け

(

九
月
四
日
終
稿
、

)

* 

|
> 

- 

I
-
-
-
- 1.{
|
«
>
»

1|
|
|
_

• 

r
l 

.
* 

.

.

•
 
/
 
)
} 

.
)

薇

濟

學

上

ょ

り

觀

た
.

3
 

結

婚

問

題

(

其

ニ)
.
 

;

尚

城

fl

一、
捃
子
の
結
婚

(

前
號
揭
載

〕  

ニ
"

男
子
の
結
辦
年
齡 

三、女
子
の
結
婚 

四
' 

女
子
の
着
年
齡

郧

第
こ
、
男
子
の
結
鄕
年
翁 

I

は
前
罢
於
て
男
子
S

娘
の
-動
機
i

夫
れ 

の
I

f

述
べ
、
男

孟

哲

侬

る
I

I

S
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ニ)
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永
存
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希
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勞
ヵ
の
播
加
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1
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義

(

五〕

虛
2
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六)

|
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道
德
t

s

n
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l

f

 擧
げ
I

、
其
？

第 
_
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a

普
!
;

十
五
才
乃
至
一
不
才
前
後
I

f

し
-c
i

漸 

U

4

進
し
五
十
才
前
後
に
於
I

f

達
す
f

一
一
十
才
に
5

婚
せ
ん
4

 

^

或
ね
ニ
十
?/
?

才
に
て
妻
帶
の
希
璧
を
有
す
る
に
至

6
、
 

ム
叉
一
一
一
十
才
に
達
す

I

妻
を
娶
る

t 

i

l

lる
こ

や
。

I

l

f

一

#

®

年
齡
に
關
す
A

w
ff 

ニ
、
結
婚
に
依
6
'て
滿
把
し
得
I

望
に
對
す
る 

,

■*

觜
事
者
の
豫
測
せ
る
結
婚
失
#
の
比
列 

1

In

辦
年
！1
に
關
す
る
習
慣
，

l

o

p

s

 

.

.

i

•
す
る
習
慣
は
女
子
の
結
婚
年
齢
に
關
す
る
習
慣
の
如
く
强 

制
的
の
名
の
に
非
次
れ
ど
名
、
猶
多
少
之
に
對
す
る
社
會 

の
制
裁
あ
6

て
、
劣
子
の
範
圍
内
は
各
出
來
得
る
に
て
、
 

之
を
遵
守
ぜ
ん
と
勤
め
つ
、
あ
6

。
此
習
慣
は
國
を
異
に 

す
る
に
從
ひ
一
定
、な
ら
ヤJ

る
は
贅
言
す
る
の
要
な
き
所
な 

る
が
、
我
國
、
殊
に
本
道
に
在
6

て
は
男
子
の
結
婚
期
は 

1
i

十
才
前
後
よ
6

一一
 
十
四
五
才
迄
を
通
則
と
な
す
ぢ
の
、 

如
し
。
此
習
慣
あ
る
、が
故
に
多
少
自
己
の
便
.宜
を
犧
牲
に 

供
し
て
、
自
己
の
豫
期
に
ニ
三
苹
前
後
し
て
妻
帶
な
す
名 

の
あ
6

。
然
れ
ど
$
他
の
習
慣
と
同
匕
<
此
習
慣
名
亦
女 

他
の
事
情
に
顷
ろ
て
定
幸
り
^

る
名
の
伫
し
て
、
根
本
的 

1C
與
子
の
結
婚
.年
®

を
定
む
る
名
の
は
第
一
一
の
條
件
S
ち 

ニ
、
結
婚
に
依
6

て
滿
杧
1
得
る
欲
鹽
に
對
す
る
當
事
者 

.

の
豫
測
せ
る
結
婚
失
费
の
比
例
是
れ
な
6
。
故
に
罟
人 

は
主
と
じ
て
本
瑕
に
は
此
條
件
を
論
せ
ん
と
欲
す
。
前
項 

に
於
て
» .
せ
し
如
く
。
結
婚
に
因
6
 V

生
す
る
失
费
に
有 

形
と
無
形
の
ニ
種
あ
6

。
有
形
の
失
費
と
は
結
婚
の
醸
す 

13
7

f s
w

t

M

に
經
常
1

を
謂
ひ
、
無
形
の
失
1

と
は(

一

荇

雜

錄

爲
の
自
由
の
拘
束
、(

ニ)

職
業
の
&
由
の
拘
束
、(

三)

住 

届
の
自
由
め
拘
朿
、
.

(
E

I)

外
戚
と
の
衡
突
ょ
A 

•
生
.ず
る
不 

愉
快
、(

五)

係
累
の
增
加
を
指
す
な
6

。
然
6
と
雖
名
、
 

此
等
無
形
の
失
费
は
未
婚
男
子
の
注
意
を
蓝
く
こ
と
少
な
，
 

く
、
假
令
多
少
之
に
對
し
顧
慮
す
る
^P

の
あ
る
^P、
之
を 

正
確
に
tT
fM
g
l:

す
る
$

の
叉
は
評
價
酌
量
し
#

る
名

の 

猶
な
る
を
以
て
、
な
通
^
ホ
⑽
に
結
婚
年
齢
を
定
ひ
る 

の
は
結
婚
欲
と
有
形
失
費
と
の
比
例
な
6

。
而
し
て
此
有 

形
失
費
於

其
支
拂
者

に
與
ふ
る
®
«
»
普
通
收
入
の
多
寡 

に
比
例
す
る
名
の
な
る
を
以
て
、
男
子
の
所
得
の
多
霖
は 

其
結
婚
年
！

1

に
火
な
る
影
響
を

及
ぼ
す
S

の
と
知
る
ベ

然
れ
ど
？
有
形
の
結
婚
失
費
の
有
無
多
少
S
收
入
の
多
寡 

と
相
俟
つ
て
男
子
の
&

婚
年
»

を
&

む
る
r

當
6

て
大
に 

力
あ
る
こ
と
を
忘
却
す
ベ
か
ら
す
。
前
項
に
論
せ
し
如
く 

此
有
形
の
結
婚
失
費
の
有
無
多
少
は
左
記
の
*

■

に
依
6
 

て
異
る
を
見
る
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.B
#
持
*

の
み
を
要
す
る
場
合 

c

P
入
1

の
み
.を
要
す
る
場
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.D
購
入
私
#'
に
維
持
^
を
要
せ
^
る
i
合 

E
維
持
费
を
要
す
る
名
之
に
對
す
る
補
償
あ
る
陽
合 

F

.補

償

企

ネ

て

翁

持
1
を

要

せ

^
る
場
へ
ロ 

G
入
婿
の
場
合
，
 

パ

.

A)

購
入
1

舱
に
維
持
喪
を
要
す
る
場
命
に
は
汝
\
簡 

か
®
^

の
負
擔
に
堪
へ
次
る
こ
i
多
け
れ
ば
、
比
較
^

^
 

t

を
延
期
し
て
收
入
額
の
增
加
を
待
た
次
る
ベ
か
1

0
 

>

B)

瀚
持
費
の
み
を
要
す
る
場
合
に
は(
A

、、

)

く 

收
入
額
が
此
失
#

に
堪
ゆ
る
こ
/f
-

得
る
に
至
る
i
 .
e

、
 

淘
婚
を
延
期
す
る
の
要
あ
6
 0

唯
爾
入
费
を
耍
せ
次
る
を 

ii
-c
B

)
Q

方

A)

よ

結

婚

の

障

碍

物
少
な
し
。

一b
 

)

鱗
入
戥
の
み
を
要
す
る
場
合
に
は
單
に)

#
拂
の

雙

f

克
S
Q

み

裏

ば

、
之
S

す
る
H

ば
直
に
結
f

實
行
し
得
、
叉
之
に
對
す
る
貯
蓄
な
I

 

力
、
る
場
合
に
支
拂
ふ
購
入
费
は
普
通
£
額
な
，|

る
を 

J i
.て
.
永
く
結
#

を
延
期
す
る
の
要
な
か
る
.べ
し
。

5
 )

ょ

土
G )

に
る
場
合Li

は
失
f

稱
し
得
べ

き

も

の

 

皆
#
な
る
か
叉
は
至
極

少
額
な
る
を
以
て
、

此
等
事

情

3

 

下
に
^
婚
を
な
す
名
の
は
收
.入
の
增
;/f
t
を

^
つ
土

 
i

 

を
延
期
す
る
の
要
な
し
。
 

'

1

屠
社
會
に
屬
す
る
男
子
の
結
婚
期
早
き
a

一
 

は
比
被
的 

j

#

敎
育
1C
I

て
微
望
'を
感
岁
る
こ
と
&

な
/̂
i

、
結
湣
一) 

馨
す
る
有
形
、
無
形
の
失
f

豫i

す
る
に
敏
^

^

 

る

と

!

は
此
<
1會
に
て
は
夫
婦
共
»
を
通
則
と
せ
る
饮 

\

确
形
の
失
费
I

g

s的
に
少
な
き
爲
な
t

 

■丨 

|

之
に
1
4し
て
中
流
«

會
に
屬
す
る
名
の
殊
に
^

«

卜
-
、

Y
 

吏

醫

»

、
敎
員
等
の
他
に
比
し
て
最
％
晚
播
な
る
は
疹 

學
年
限
の
永
f

、
智
s

s

_

f

 

七
滿
J

Lf

得

る

靈

嘉

く
 

f

 

K

爆

に

蒙

維

# !
費
及

び
子
§

敎
育
費
の
豫
算
>

忽
諸
に
附
せ
f

 
く
 

■

I

後
數
年
間
S

雙

f

 y

比
し
v

f
少
？

て
^

や

く
妮
身
生
活
を
な
す
に
足
る
の
み
な
る
を
以
C
也
。

叉
富
豪
貴
殷
の
子
弟
の
早
婚
な
る
は
敎
宵
の
不
；元
全
、
 

屈
爾
の
威
化
等
ょ
ろ
L

て
結
癖
欲
の
發
現
此
較
的
早
き
と

I
i
II

.

1

i .

I

I
!

I ：'

I

130
結
婚
.に
因
6

.て
生
^

る
有
形
、
無
形
の
失
费
r
J無
視
し
又 

は
之
を
看
過
し
得
る
境
遇
に
在
る
於
故
な
6

。
要
す
る
に 

靑
年
の
男
女
狀
_

®

に
依
6

て
ff
i

'f
c

^

ん
と
す
る
欲
望
は 

年
を
追
.ふ
て
增
如
す
る
を
通
切
と
な
せ
と
夫
れ
に
迅

6
 

て
.
生
梦
る
报
失
於
與
ふ
る
苦
痛
は
槪
しV

年
と
共
に
減
す 

る
傾
向
ぁ
6

。
而
し
て
其
欲
望
の
滿
足
が
與
ふ
る
豫
想
的 

愉
快

の
評
•價
■額 
'が
損
失
の
與
分
る
豫
想
的
苦
痛
の
fp
fl

額 

に
遛
過
す
る
に
至
ろ
て
始
め
て
結
婚
を
實
！̂
^

る
S

の
な

第
三
、
女
子
の
結
婚 

-  

女
子
は
先
天
的
に
且
っ
敎
育
經
驗
の
相
違
ょ
6

し
<
、
體 

力
、
智
ヵ
に
於
て
到
底
毋
子
の
.對
等
者
に
あ
ら
，卞
。
從
つ 

て
社
會
1C
於
け
る
兩
性
間
の
利
害
得
失
に
齡
す
る
問
題
の 

解
決
上
婦
人
は
槪
し
<
不
利
の
地
に
;>
i

つ
％
の
、
勿
し 

婚
姻
問
題
其
.
一
例
な
6

。
男
子
は
诌
己
の
結
婚
に
關
しV

 

多
少
親
戚
の
頻
财
を
受
け
ぎ
る
に
非
次
れ
ど
、
I t
自
己
の 

#
M

、意
a
を
主
張
す
る
.の
餘
地
あ
る
を
常
と
すc

然
ル
，ど 

名
女
子
は
.親
戚
其
他
の
千
渉
.多
き
爲
殊
に
我
國
'に
て
は
*
 

, 

,

錄
_'

子
の
結
婚
は
一
見
男
子
i
女
子
の
父
母
と
の
間
の
問
題
の 

如
き
觀
あ
6

0
他
俗
、
結
婚
期
に
達
せ
る
女
子
を
目
し
ぐ 

寶
物
と
な
す
は
一
面
の
眞
遡
を
発
て
る
名
の
、
如
し
。

さ
 

れ
ど
女
子
の
結
婚
問
題
を
客
觀
的
に
講
究
す
る
は
誤
れ 

6

。
若
し
結
婚
期
(/
:
;達
普
る
女
子
を
以
<
寶
品
と
な
し
、
 

妻
帶
の
希
望
を
有
す
る
男
子
を
以
て
買
手
と
な
せ
ば
、
何 

が
故
に
^g

婚
希
槳
の
男
子
を
實
物
と
な
し
、
同
希
留
を
有 

す
る
女
子
を
以
て
賈
手
と
な
さ
少
と
し
て
可
な
ら
ん
や
。 

女
子
於
其
結
婚
に
對
す
る
父
母
の
所
置
を
甘
受
ず
る

於
如 

き
觀
•あ
る
は
强
て
父
母
の
意
志
に
盲
從
す
る
に
非
卞
し
て 

父
母
の
意
志
が
@

己
の
意
見
に
符
合
す
る
、が
敌
な
6

0
Tf
u 

\

し
てi

己
の
意
志
に
逆
ひ
不
利
な
る
婚
約
を
結
び
欠
る
を 

一
覺
ろ
セ
る
女
子
に
到
底
其
契
約
の
履
行
を
强
ゆ
る
こ
丨
こ
能 

は
次
る
»
菩
人
の
常
に
見
間
す
'る
所
な
6

。
近
峙
一
般
に 

\

人
智
の
發
達
す
る
に
從
ひ
婦
人
の
S

信
0
負
心
名
亦
發
達 

し
、
以
前
ょ
6

は 

一
;»
泡
由
行
動
の
權
利
を
主
張
す
る
傾 

向
あ
6
?

因
是
、
吾
人
$
主
と
し
て
女
子
其
名
の
、
立
_
 

■
地
ょ
6
女
子
の
結
嫩
問
題
を
講
究
せ
ん
と
欲
す
。
女
子
於

,

11

一一九
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H. 

y

姻
に
依
6

5
滿
た
.
i

i
欲

す

る

欲

其

欲

I

 

vt t
t

> 

、

原
I

か
る
べ
け
れ
と
、
，
左
の
數
項
は
其
主
I

名

の

な
i

u

:

、
u

i f
Jl

。
斯
く
の
如
く
性
欲
の
强 

1

0 

. 

, 

し
S

I

て

女

子

篇

子

M

f

u

發

！

S

着

t

す
f

見

巧

现
 

,

f

 

I

f

此
I

I

足

器

含

I

f

一
、
性

欲

.

ニ
、
母
杞
ら
ん
と
の
希
留 

,
,三
、
親
の
負
*

を
輕
馘
せ
ん
i

の
希
望

四
、
自
己
の
生
計 

一

五
、
虚
榮
心
.

六
、
習
慣

1

、
性
欲
女
子
の
性
欲
に
關

し
て
は
諸
說
紛
々
と
し
て 

丨

i

l

t

或
は
女
子
の
性
欲
を
以
て
男
子
の
夫
ょ
I

 

S

し
/

-
な
し
、
.或
は
女
子
の
與
子
に
接
せ
ん
と
欲
す
る
こ 

i

l

 ^
季

A

 

i

 

i

fる

と
な
せ
ら 

^

分
に

鑛

の

麗

の
f

篇

麓

に

8

1

と
S 

ょ
み
：
s

f
ろ
個
A

的

裏

庭

堂

名
f

な
す
方
至
甍 

U

べ
し
。
然
y

l

,」

v

享

S

子
t

,

l
#A

成
功
す
f

の
、
如
し
。
こ
I

I

受
^

科
f

 .

f
c
i

男
子
の
受
く
矣

よ

6

は

 

一

I

f

る

v

一
子
に
實
に
脖
天
の
星
ょ6
名
少
な
か
ら
んo

M

i

ど
ゼ 

是
れ
決
し
て
女
子
に
於
け
る
此
欲
蒙
存
在
を
否
定
す
る 

名

の

に

參

。
欲
望
の
抑
制
と
沄
ふ
名
程
度
還
に
し

く

、 

女
子
i

雖
.？

派

遠

に

性

欲

を

制

御

し

得

る

名

の

に

非

^

。

\

若
%

强
ひ
て
之
を
抑
«

せ
ん
か
、
英
米
國
に
於
け
る
可
舞 

の
老
t t
の
如
，、
種
々
の
.精

神

病

終

.

_
 

II

し
、1

生
涯
孤 
f

l

i

tf
li
f

u

_

i

lf
ll
II

_

へ

は

以

て

劭

獨

の

脎

嘆

を

防

ぎ

、

！

は

以

て

私
A

の

T> 

I

f
 

■
れ
し
め
f

欲
す
る
s

h

o

m

q

 

乜

微

は

女

子

妞

姻

の

近

因

f

次

れ

ど

之ダ

遠

置

0

不

-7 

な

多

く

の

場

合

に

は

之

於

根

本

，

的
原
因
包
？

1

ゼ
す
ん
と
ク
.

4

S
夫
を
持
て
る
婦
A

抓
或
は
以

41
て
家
婦
te

る
の
地
位
を
鞏
固1

4

せ
ん
爲
、

或
は
以
て
自 

己
の
慰
籍
を
得
ん
爲
、
母
杧
ら
ん
と
の
希
望
を
有
す
る
こ 

と
少
な
か
ら
次
る
は
人
の
知
る
所
な
6
。
然
れ
ど
名
母
^
 

ら
ん
と
の
希
®

の
爲
の
み
に
し
て
婚
嫁
を
望
む
，者
稀
な
ら 

ん
。
妙
齢
の
婦
人
何
を
苦
ん
で
婦
人
の一

.

大
資
本
t

る
容 

貌
を
犧
牲
に
供
し
、
姙
娠
出
產
に
伴
ふ
生
命
、
健
康
に
及 

ぼ
す
.危
險
を
冒
し
て
、
單
1C
異
性
の
他
人
の
胤
r

宿
さ
ん 

爲
之
似
妻
.̂

ら
ん
と
欲
せ
ん
や
。
遮
莫
、
太
古
ょ
6
女
子 

を
し
て
育
子
の
義
務
を
専
檐
せ
し
め
允
る
習
惯
は
人
類
社 

會
に
偉
大
な<

勢
力
を
有
す
る
不
文
の
法
律
と
な
6
、
賢 

毋
良
妻
は
婦
人
の
理
想
と
す
べ
き
；

S
P

の
と
な
せ
る
を
以 

て
、
乳
臭
の
期
を
脫
し
多
少
社
會
に
對
す
る
自
己
の
義
務 

を
辨
•デ
る
，に
至
れ
る
婦
人
間
に
は
早
く
嫁
ぎ
て
生
け
る
玩 

具
を
弄
す
る
こ
と
を
得
ん
i

欲
す
る
者
少
し
と
せ
ず
。

三
、
親
の
負
擔
を
輕
減
せ
ん
と
の
希
留
家
訃
豐
が
な
ら 

^

る
親
を
持
て
る
婦
人
は
生
の
家
家
f l
を
助
く
る
を
常
と 

な
す
を
以
て
、
此
等
の
娘
嫁
t t
a

の

負
檐
を
輕
S

せ
ャ
し

る 

の
み
か
反
つ
て
之
を
增
加
す
る
虡
故
4
ど
、
多
少
財
產
VJ 

.

雜

錄

\ 

.

有
す
る
者
の
子
女
は
座
し
て
観
の
保
護
、
扶
持
を
仰
ぐ
S
 

の
な
る
を
以
て
、
年
と
共
に
智
識
を
壻
す
に
從
ひ
終
身
0
 

己
の
生
活
费
を
し
て
生
家
の
負
擔
夂
ら
し
む
る
を
屑
し
と 

.
せ
^
、
他
家
に
之
を
轉
嫁
す
る
の
目
的
を
以
て
婚
姻
を
希 

望
す
る
に
至
る
の
な
し
と
せ
^

る
也
。
父
母
存
命
中
に 

於
て
猶
然
6

。
況
ん
や
沒
後
*

£の
！！！

主
と
な
る
に
及
ん 

で
、愈
々
其
希
!1

切
な
る
に
至
る
こ
と
ぁ
る
に
於
て
を
や
。
 

四
、
自
己
の
生
計
財
産
家
の
子
女
は
生
計
問
題
に
腐
心 

す
る
0-

要
少
き
^p

、孤
獨
な
る
か
、若
し
く
は
孤
獨
な
ら
次 

る
名
家
計
豐S

な
らf

u

る
父
兄
を
有
す
る
婦
人
は
自
己
の 

生
訐
の
道
を
講
せf

u

る
可
ら4

K
。

然
れ
ど
名
婦
人
は
生
存 

競
爭
ヒ
の
弱
者
な
る
を
以
て
、
男
子
1

屑
を
诞
.べ
て
自
營 

の
道
を
立
つ
る
は
其
の
最
,p

困
難
と
な
す
所
な
6

。
婦
人 

を
し
て
生
存
競
爭
上
の
弱
者
允
ら
し
む
る
理
由
一
に
し
<
 

足
ら
^

る
？
左
の
數
件
は
其
主
な
る
-

k
p

の
な
る
於
如
し
。

一
A
身
着
め
虛
弱 

B

智
力
の
不
足

就
業
の
困
難

1

四1



K

靡

I

狐
c 

I
r
r

.

 

.

.

.

-

^

 

1

/

fl

li!

雜

錄:

1

阻
ニ

-
身
體
レ
康
_ 
.

女
子
の
身
體
を
し
C
與
子
の
身
體
ょ
/ノ 

气
勞
働
に
不
適
當
な
-^
し

む

る

现

由

は

;
f 

甲

、
體
力
の
不
足 

.

乙
、
月
經
3

之
S

S

種

の

婦

人

脔

.

.

I I
體

I I
I I

5

年
の
？
倉

通

I

し
て

\ 

I

、

1

充
實
ょ
i:

^

f,
t1
I^
!/
M

u

_

?
 

\ 

に
至
f

 

f

 

C

ん
S

與

へ
ら
れ
f

指肋
;

'
;

:

せ

S

力

の

不

足

賃

な

桑

庭

の

敎

育

、事

の

嘗

、
 

以
て
、
婦

人

る
： !

の
I

を

\

簾

等

に

？

比
較
的
無
敎
育
、
無
經
驗
驚
男
子
f

,
y
な
し
、
其
勞
働
効
程
を
減
少
せ
し
{/
る
S

の
な
る
を
以 

て
、
之
を1

の
疾
病
と
看
做
す
こ
と
を
得
る
な
/
ノ
。
S

 

に
し
て
規
則
正
し
く
循
環
す
る
,̂
猶
此
不
便
あ
ろ
況
し
て 

1

®

夫
れ
に
故
障
を
生
！

.

g
,

諸
■

婦
人
.

！K

结
次
い 

<

) l
6

錄
A

の
勞
働
を
妨
害
し
、
其
勞
働
效
程
を
®

ぐ

l
i
-
k 

> 

- 

 ̂

> 

( 

-
r 

I
f
v 

r
r 

,
 
/ 

^
y
.

.

H

 

m

l

間
過
激
I

働
に
堪
ゆ
る
こ
と 

r

'

n
、ゴ
^

し
i

ゐ
て
之
S

へ
ん
4

1

.、
筋
肉 

I

I

爲
過
分
の
•
典
f

l

す
f

以
て
、
き

 

: r

竟

は

之

爲

其

生

醫

に

給

與

す

べ

き
血
液
に 

ィ
足
を
威
b

種
々
の
疾
病
を
參
る
こ
と
あ
ろ
。
置

、

省
通
翁
人
は
男
子
ょ
ろ
名
努
働
カ
少
な
く
、
足
つ
て
矢

は

4

 
入
少
し
。
？

s
x

®f
l

i
,

る

證

f

。
婦
A
生
輩
上
月
一

す
可
f

の
な
I

ど
、
勞
働
者
と
し 

ぁ

ノ

に

®
'

」

て

は

月

經

は

其

勞

働

の

繼

纘

を

不
規

1 1
J

3
智
力
の
發
達
せ
.る
婦
A

の
數
少
し
i
せ
岁
。
殊
に
泰
西 

に
於
け
画
秀
文
學
家
、
音
樂
家
、
女

優

の

成

功

は

単 

を
し
て
顔
色
な
か
ら
し
む
る
名
の
あ
6
0
'叉
敎
育
、
實
業 

等
に
從
_
せ
る
者
に
て
男
子
を
凌
駕
す
る
手
腕
を
有
す
る 

女
丈
夫
な
き
に
し75 P

あ
6
岁
0
然
6

さ
雖
名
、
槪
し
て
之 

を
議
せ
ば
婦
人
は
昝
ヵQ

馨

y

於

て

到

黌

子

の
擎
 

は
ら
ず
。
蔚

界

に

Y

ル
ナ
H

I

し
、
音
樂
界
に
Y

TI 

ィ
I

し
文
S7̂

T̂

、
利
幻
を
出
し
忆
る
女 

^

に
は
未
だ
一
の
叫
エ
.
ギ
幻
1
7门
、
為

へ

^

 

ツ
ト
、.
y'
'
ラ
を
dし
把
る
を
間
か
步
。
科
學
界
に
あ
-!
リ

143
U
夫
人
を
貢
獻
し
^

る
軟
If
.界
は1

の
パ
ス
チ
ウ
アー

を
れ
ど
名
家
婦
の
職
務
は
槪
し
て
大
腦
の
.發
達
を
促
1

こ
と 

生
む
能
は
ヤu

る
な
6

。
況

ん

や

ル

I
、

多
ら
か
る
を
以V

、

人
類
進
化
史
上
遂
に
女
子
は
與
子 

丨
ト
VI
V

ダ
I

ウ
ィ
ン
、
カ
ン
ト
に
^

-C

を
や
0

斯
く
婦
人
に
比
し
て
劣
等
の
位
地
に
立
ち
了
ん
ぬ
。

於
智
力
上
劣
等
の
地
位
に
立
つ
は
生
理
學
上
已
む
を
得
^

一
 

智
力
優
^

の
原
因
那
邊
に
ぁ
る
に
せ
よ
、
女
子
の
智
カ
«
 

る
理
由
ぁ
る
を
以
て
な
/
ジ
。
人
類
の
身
體
中
最
S

精
致
褪」

同
階
級
に
屬
す
る
男
子
の
智
カ
に
及
ば
次
る
は
ー
點
の
疑 

雜
の
.構
造
を
有
し
從
つ
て
其
維
持
の
爲
多
量
の
血
液
.を

要

を

容

る

、
餘
地
な
き
所
に
し
て
、
女
子
は
之
れ
が
爲
生
存 

す
る
器
官
は
腦
を
除
き
<

は
生
殖
器
に
し
<

ヽ
殊
に
女
子
競
爭
場
極
に
於
て
不
利
の
位
置
に
立
て
6

。
 

の
生
鄉
器
は
其
構
造
後
雜
に
し
て
之
が
發
達
維
持
の
爲
に
C

就
業
の
困
難
女
子
は
毋
子
に
比
し
て
就
業
の
範
隱
狹 

要
す
る
血
液
®
子
の
夫
よ
6
电
多
く
、
從
つv

神

經

系

銃

く
就
職
上
大
に
困
難
を
處
す
。
婦
人
の
勞
働
範
^
!狹
き
e
 

の
天
守
臺
f

大
腦
の
發
育
維
持
の
爲
要
す
る
血
液
の
分
.

印
、
生
繩
上
李
に
不
適
當
と
認
め
ら
れ
允
る
職
業 

量
に
影
響
を
及
'ぼ
し
、
其
發
達
と
妨
害
し
從
っ
て
輿
女
の 

多
き
と 

. 

大
腦
間
に
優
资
を
生
岁
る
に
至
ム
ノ
、
此
男
女
間
の
觀
カ
の
‘

こ
、
僻
見
、
習
慣
等
に
因
6

女
子
忆
許
さ》

る
職
業 

優

-̂

は
1:

に
轉
匕
て
雨
性
間
の
分
業
に
影
響
を
與
へ
^

ぁる

6

0
卽
ち
男
子
は
主
と
し
て
體
カ
及
び
智
力
を
要
す
る
事\

と
に
起
因
す
る
名
の
な
‘り
。
陸
海
軍
、
運
靴
ヽ
消
防
警 

業
を
專
檐
し
、
女
子
は
比
較
的
馏
易
な
る
勞
働
に
服
し
^

\

察

"

或

犍

の

H

事
に
は
女
子
は
體
質
、
性
質
上
不
適
當
な 

る
が
、
此
赞
力
の
麗
よ
ぅ
生
ず
る
兩
子
性
間
の
分
業
は
6

0
此
等
の
職
業
に
女
子
の
從
事
す
る
こ
と
を
認
許
せ
穿 

女
子
の
先
天
的
^
務

な

る
,8
粧
、
育
子
の
天
職
と
相
俟
つ
る
は
猶
與
子
を
產
婆
若
し
く
は
保
娟
等
と
し
で
、使
用
せ

 ̂

て
、

••
*

子
を
し
て
家
寧
を
擔
任
せ
し
む
る
に
至
れ
ん
'。
然

る

に

同
b

o
然
れ
と
C
官
公
吏
、
議
員
、
會
社
の
&
_

-^

-

.

.

.
“

錄
：\| :

.
,

 

r
.
^
.
r



る
を
響
る
は
昔
滕
の
膂
慣
匕
墨
守
f

其
原
®

の
魏
れ
に
t

に
f

ょ
、
女

子

暮

く

!
1 1

|

■

小
に
し
て
、
從
っ
て
同
鋳
の
競
爭i

け 

獄
取
'
^
大
面
難
を
威
す
る
こ
i

あ-̂。
 

.
,,,
 

|

H
J

U
S

?
、

魯
ヵ
£

て

季

|

子
ょ
I

劣
等
りj

立
つ
を
以
て
、
其
所
得
名
货
フ
て 

」

及
ば
少
0
加
之
、
經
儕
的
活
動
の
6

1
夾いダ“广

 

上
婦
ス
I

f

iff

皇

狹

I

以
て
求
職 

■

h

/

u

f

l

與
f

同
等
の
勞
働
効
f

丨
敌

k
.

生
嘉

5

季

は

馨

S

莨

f

,

ノ。

■

I f
I f
f f
l l
l l
!

f

p

s

f f
l

i

多
く
の
年
若
き
猶
女
子
の
常
に
腐
必
す
る
服
は
如过

一

一

し

!|

知
;̂

朋
°!

同
等

^

し
く
|

上
|

し

.

子
パ
取
名
は
殆
ん
と
無
價
値
f

 

,

し

て

こ
と
多
I

A
の
知
る
所
に

し

て

臺

馨

の

爲

S

S

I

牲

浜

す

^

^

詩

：
：

f l

等 
H

I

u

n

i

t

 

i

 

裝 
i

i

fr
n

 

.
^夫
の
f

賢
雪

^

へ
間
は

f

 

5

す
I

ろ.。

叉
富
豪
の
ハ
f

 
4

つ
i

装
f

 

?

す
f

人
I

 

fl
if
s
tf
tl
人 
i

f

 嫁
“

w

Ii

I f
lf
I I
I f
i l
I I
l l
: !
.

■

? I
l

f f
l

.

H

r

tt
w

n

f

 

f

 

i

 

一
M
lc

一

i

 

u

i

男
子
I

帶
の
t

、
女

子

昼

-
V 

#
介
な
る
原
西
ぁ
る
に
名
せ
ょ
、
人
類
社
脅
り
法

l

i

v

、

f

 

S

 

畫

義
 

Q

I

M

m

i

寡
婦
は
兎
角
誤
解
を
招
き
易
く
、
動
S

す
れ
ば
而
白 

か
ら
3'
'

る
a

說
を
立
て
ら
る
V

こ
と
の
男
子
夫
れ
：

u

勝
る 

名
の
あ
6
。
從
つ
て
親
戚
朋
友
の
忠
言
壓
迫
與
子
に
#

す

， 

.
るよ激烈にし

V
、

.毋
子
に
比
し
て
.一

般
に
意
志
の： 

薄
弱
な
る
女
子
の
堪
へ
能
は
次
る
所
な
6
。
昨
春
新
紙
の 

傳
ぅ
る
所
に
據
れ
ば
、
漸
く 
二
十
ニ
の
春
を
迎
へ
^

る
可 

憐
の
乙
女
、
兼
て
よ
6
獨
身
主
義
を
賞
徹
せ
ん
と
誓
ひ
届 

6

把
る
に
結
婚
問
題
に
關
す
る
嫩
の
勸
告
、
壓
迫
に
堪
へ 

兼
ね
自
殺
を
遂
げ
杧
6

と
云
ふ
。
是
れ
結
婚
問
題
上
の
女 

子
の
地
位
を
說
き
得
て
餘
6
あ
6
。

七
、
家
庭
の
事
情
先
進
國
の
如
く
小
家
族
を
以
て
定
則 

i

な
す
處
に
在
：o. 
v
a
、
妻
を
迎
へ
ゼ
る
男
子
は
父
母
の 

家
を
出
そ
獨
立
に
家
計
を
營
0
を
以
<
、
其
姉
妹
に

し

て

 

末
だ
婚
嫁
せ
次
る
者
は
舊
の
如
く
生
家
に
起
职
す
る
己
と 

.を

.得
る
名
、
我
國
の
如
く
大
家
族
制
度
の
遺
習
あ
る
處
に 

V

は
.、
就
業
上
或
は
其
他
巳
む
を
得
次
る
理
由
あ
る
場
合 

を
除
く
の
外
長
子
は
結
婚
後
名
猶
父
母
と
同
棲
す
る
を
a

見
の
衡
突
生
じ
、
苴
に
不
快
の
日
月
を
送.る
亡
と
あ
6

。 

此
衡
突
、
不
愉
快
を
避
け
ん
爲
多
少
常
識
を
備
へ 

の
は
斷
然
生
家
を
去
•な
<

修
家
.に
嫁
.が
ん
と
欲
す
る
に
至 

る
こ
i

な
し
と
せ
す
。

八
、
父
母
の
補
助
卷
衰
せ
る
か
若
し
く
は
病
身
な
る
爲 

自
活
の
道
を
講
ず
る
こ
と
を
得
^

る
父
#
を
有
す
る
婦
人 

於
獨
立
に
て
自
己
の
生
活
費
を
得
る
と
同
塒
に
父
#
の
生 

計
費
、
藥
代
等
を
自
己
の
勞
働
の
み
^
以
て
獲
得
す
る

こ 

と
能
は
^

る
と
き
、
多
少
資
產
を
有
す
る
男
子
に
嫁
し
<
 

夫
よ
6

父
母
の
生
活
費
の
支
输
を
仰
於
ん
と
欲
す
る
己
と 

あ
ら
。
其
支
給
方
法
に
ニ
あ
6

。

一
 

は
ー
赌
挪
に
し
て
、
 

結
婚
の
際
卽
座
に
支
彿
は
る
、
名
の
に
し
て
、
他
は
定
期 

拂
に
し
.て
、
通
常
毎
月
一
定
の
額
を
支
給
す
る
な
6

。
此 

方
法
を
以
て
父
母
に
助
力
を
與
へ
ん
と
な
す
は
、
藝
猶
妓 

に
身
を
寶
6

て
父
母
の
困
苦
を
救
ふ
に
等
し
く
、
其
犧
牲 

に
於
ノし其
孝
心
に
於
て
雨
者
の
間
に
M

I1

あ
る
を
見
次
る 

な
6

。
唯
藤
娼
妓
は
社
'#

に
害
毒
を
流
す
虞
あ
る
を
以V

 

篇
默
身
的
精
心
や
嘉
す
べ
き
'
名
、
之
を
獎
勵
す
る
乙
と
を



:

i

l

l

r

l

p

f

 

.

以上略述したる六個の事情及
s

其他の理由

I

 

j

ド
勞
働 

“
？

て女子をして

S

欲を抱

4

しむるに，

^

ダ

'
、
五

』

婦

務

，

”
なるか其目的を達する爲には同しく姆嫁欲を一狗朿

4
.了酷

1
し系、

1
蘭西にては未赌婦人の自由の 

"

H

I

す。然れど

I

婚
f

有

す

る

男

子

鄉

嫁

後

の

方

、却って婦人に對す

子

磐

舅

1!
|!
歸

%

l

i

i

f

 

2

1
。
l

l

f

i
sw
ノし。先づ第

 

一
 

I

 夫の
 

I

s

 

のタは女子にして獨立の資産

4

す
I

り
服
從
す
る
の
層

f

。起臥、食事、家事 

—

以て、有形の代償品

I

署
の

S

H
提
供
す
は
ほ
け
關

1
敘始自已の意見、主義を實行する 

U

と能

I

。槠として

I

父母多少の代；

f
支

常

に

夫

I

f

窺ふの要

f

ノて、錄 

M

I

4
れ
く
 

S

當事

s

i

子の關

I

る

パ

^
す
1

間者

S

類及

S

接
I

方法、、

 

ぴ

»L
て、自身

s

l

f

 

?すに

f

 

◦支
典
ヰ
パ

”

出等の問

f

關しては常に夫の極度の 

w

sf
f
は
f

して無形？

の？

、

.此無形の代

i

 \
Jt
t
MJ
し。且
つ
此
等
の
還

I

する

の

重

1!
11
童

！

 

• 

.

. 

r

_

p

!l
!I
l!
到
底

.
 

ニ

父

f

の
8

生
家
を
出
I

家
に
嫁
ぐ
婦
人
は

1
1

I

I
!
\

-

理
論
上
父
母
と
其
血
緣
を
斷
ち
て
永
遠
に
良
人
の
家
族
の 

1

員
と
な
6
、
夫
れ
と
苦
樂
を
共
に
す
る
の
要
あ
る
の
み 

な
ら
^

、
事
實
上
父
母
と
の
關
係
を
_

ぅ
す
‘る
|:
'
-
豫

期

せ 

次
る
べ
於
ら
少O

結
婚
後
は
日
常
良
人
と
同
櫻
し
種
々
の 

家
事
の
雜
務
を
執
る
の
要
あ
れ
ば
、
婚
約
の
一
條
件
と
し
' 

V

自
己
の
父
#
と
同
居
す
る
名
の
を
除
き
て
は
以
前
と
同 

b
く
其
膝
下U

在
6

て
親
子
の
情
交
を
繼
續
す
る
能
は
次
. 

る
は
勿
論
、
.常
に
繁
く
生
家
と
往
來
す
る
こ
と
す
ら
能
は 

? '
る
事
情
を
生
申
る
場
合
あ
ろ
て
、
從
つ
て
實
父
生
母
の 

;

因
心
愛
を
擅
P
す
る
^
と
を
得
^

る
に
至
る
、
是
れ
倚
賴
心.  

の
强
き
婦
-
<の
堪
へ
能
は
次
る
所
に
し
て
、
之
を
豫
知
せ 

る
花
嫁
ダ

合
衾
式
.0
夜
將
1C
生
家
の
敷
届
を
越
へ
ん
と
す 

る
に
當
6
V
、
悲
哀
の
情
禁
b
難
く
、
涙
に
咽
び
、
逡
巡 

之
を
^
し
ぅ
す
る
乙
と
あ
る
は
自
然
の
勢
也
。
3
れ
•ば
此 

苦
痛
を
避
け
ん
於
.爲
、
緣
組
の
交
涉
を
無
視
し
て
顧
み
次 

る
に
至
る
婦
人
な
し
と
せ
ず
。

三

、
舅

、
.姑

、
小
姑
等
の
與
ふ
る̂

愉

快

.
何
れ
の
國
に 

ff
i

i
て
名
、
家
婦
に
取
り
て
は*
、
姑

、
小

姑

等

は一

種
の

雜

錄

夢
魔
に
し
て
、殊
に
姑
は

*'

の
最
名
ic
-

視
す
る
服
な
.

^
 

妻
帶
者
の
近
親
は
結
婚
以
前
に
享
有
し
杧
る
夫
れ
の
愛
情 

と
犧
牲
の 

一
^

^
し
く
は
全
部
を
§?
»
に
奪
び
*
ら
れ
^
 

る
を
以
て
嫉
妬
の
念
禁
b

難
く
、
誹
譏
讒
謗
到
ら
次
る
所 

な
く
、
百
事
萬
端
新
婦
の
所
置
に
干
涉
妒
害
を
試
み
、
終 

U

は
彼
を
し
て
忍
耐
の
餘
地
a

き
於
爲
め
已
む
な
く
主
家 

に
通
歸
せ
し
む
る
こ
と
あ
ろ
。
S

れ
ば
何
等
係
累
な
き
男 

子
と
結
®

せ
し
こ
と
を
望
む
婦
人
日
に
多
き
を
加
ふ
る
は 

條
し
む
に
足
ら
^

る
也
。

四
、
勞

働

貴

族

、
富
豪
に
嫁
す
る
婦
人
を
除
く
の
外
は 

«•

嫁
後
は
多
少
の
勞
働
を
な
^

》

る
可
於
ら
3'
'

る

を

豫

期
 

す
る
の
要
あ
6

パ
此
勞
働
に
ニ
種
あ
6

。
，卽
ち 

甲

、
良

-
<
の
助
手 

乙
' 

家
事

是
れ
な
6

。
第
一
項
に
論
せ
し
如
く
、
夫
婦
共
稼
の
豫
約 

を
以
て
結
辦
を
な
す
名
の
あ
6

。
日K

等
は
良
人
の
職
業
於 

農
業
、
工
業
、
商
業
の
孰
れ
に
，在
る
を
問
は
.す
、
其
助
手 

と
な
，

O
V
、

或
は
耕
耘
に
從
事
し
、
或
は
製
造
所
の
小
僭



i

f

、
或
は
商
店
掌
代
i
.

f
て
、
勞
役
せ
次
るv

• 

•
■̂'
e

T

V叉
#
と

し

て

皮

人

と

は

獨

立

し

た

る

業

资

备 

窆
畏
人
の
收
入
を
補
肋
す
る
こ
と
あ
ぅ
。

於V
る
契
約
に 

し
て
雜
嫁
の
一
條
件
t
ら
步
1
Cす
る
'
 
若
し
結
赌
後
自
_ 

己
の
勞
働
を
以
て
家
計
を
補
助
す
る
の
必
要
ち.

o
,

♦

め 

杧
る
と
き
、
若
し
く
は
良
ん
不
意
の
炎
尼
に
櫂6
悅
入
の
' 

途
杜
絕
し
允
る
際
に
妻
は
て
身
の
勞
カ
を
利
用
し
て
一
家 

の
生
針
を
立
つ
る
.の
覺
悟
な
か
る
可
ら
梦
。

加
^C

婦
A

は
此
播
助
勞
働
以
外
に
家
事
の
雑
務
を
執
る
. 

,
の
ぎ
務
を
有
す
。
炊
事
、
掃
除
、
裁
縫
、
冼
灌
、
來
客
の| 

接
待
等
は
細
民
の
寒
婦
の
尊
檐
す

る

所

に

し

て

最
 

名
重
*
と
認
む
る
所
也
.。
 

：

诨

五

r

嫁
の
特
種
的
職
務
良
人
の
補
助
勞
働
及
び
家
事|  

の
主
裁
以
外
に
家
婦
の
豫
期
せ
次
る
ベ
か
ら
次
る
#
種
の 

職
務
？

。
將
種
の
職
務
と
2

の
三
件
に
し
て
か
賤
、

一
 

貧
富
を
問
は
す
之
を
#

任
す
る
の
要
あ
る
名
の
な
6

。

「 

:

A

I
 

'

:

,:B
分
娩

C
育

子

S A
I

L

n

®

 I

大

羅

に

しV

且
つ
其一

大 

.
u

f

四
十
週
間
の
赃
娠
期
の
前
半
は
左
程
i

、
 

固
難
I

I

れ
I

、
其
後
半
は
姙
婦
を
し
て
、5

の 

:

不
具
者
若
し
く
|
.
<
|
言

の

E

て

、

食

せ

尸
 

:

欲
す
る
物
を
食
t

は
t

着
け
ん
4

す

る

衣

眼

卷 

:

く
る
こ
と
を
得
岁
、
起
居
、
步
行
に
不
自
由
を
威
岁
る
，

」

I.

至

る
I

。

有
夫
の
婦
A
に

し

て

毋
f

ん

i
欲

す

f

.

:

の

多

か

ら

ん

な

れ

ど

、

絍

娠

其

物

を

歡

迎

す

る

？

の

は

殆

 

.

.ど

絕

無

な

ら

ん

蘯b
前

後

九

ヶ

月

有

餘

に

亘

る

比

j .

種

 

:

の

疾

病

は
®
人

の

一

齊

S

け

ん

と

欲

すI

f

。

若

 

B'
L

I

に

し

て

證

醫
I

か

、

若

し

く

は

^
厝

强

き

 

:
:
gft
h
力

を

有

せ

ん

於

、

出

産

率

に

一

大

變

化

を

來

す

に

至

P
分

她

懷

粧
S

S

如
く一

大
不
便
と
大
苦
痛
を
. 

が
韻
に
與
I

名
の
な
れ
ど
、
姙
婦
に
し
て
攝
生
を
重
ん 

岁
る
限
6

は
何
等
の
危
險
を
讓
す
名
の
な
ら
ね
ど
、
分
视 

に
至
-

て
n

o

 

f

如
何
S

意
を
加
ふ
翁
、

I

I

4
^

、

子
宮
等
の
構
造
よ
6

し
て
、
九
死
一
生
の
苦
み
を
於
如
し
。
鉱
る
に
何
ん
ぞ
測
ら
ん
、
萬
物
の
靈
長
な
る
人 

經
驗
す
.る
姙
婦
少
於
ら
次
る
の
み
な
ら
す
、
往
々
に
し
て
類
中
に
母

^

る
の
義
務
を
*
.
す
乙
.と
を
厭
ふ
名
の
あ
ら
ん 

*

後
の
肥
立
惡
し
く
、
黃
泉
の
客
と
な
る
名
の
な
し
と
せ
と
は
。
蓋
し
動
物
の
成
熟
期
は
其
動
物
の
種
屬
の
發
達
の 

す
。
案
^

る
よ
6

產
む
於
安
し
と
は
主
と
しV

、

下
級
社

會|

程
度
に
正
比
例
す
と
の
生
物
界
の
原
則
に
從
ひ
、
入
の
成 

に
屬
す
る
强
健
な
る
體
格
を
有
す
.る
婦
A
U
限
^

6

0他
.
人
期
は
最
令
晚
く

、

其
斷
乳
期
劣
他
の
動
物
に
比
し
て
晚 

M

s

1

賭
間
乃
至
ニ
十
四
滕
間
に
亘
る
苛
責
を
受
け
? '
'
る：

き
爲
家
事
の
灘
務
を
處
理
す
る
の
義
務
を
有
す
る
家
婦
は 

ベ
か
ら
ず
。
姙
婦
に
對
す
る
此
嚴
罰
が
平
素
胎
兒
に
對
す
|

更
に
乳
毋
の
職
務
を
執
6
、
斷
乳
後
名
幼
兒
P

保
育
を
負 

る
f t
意
の
厚
藤
i
沒
交
涉
な
る
は

『

婦
人
の
生
涯』

に
て
|

»
す
る
乙
と
を
歡
迎
せ
次
る
な
6

。
且
つ
人
昝
の
發
達
に 

乇
丨
パ
t l
!
、p

其
巧
妙
の
肇
を
弄
し
て
論
^
る
所
也
。

|

伴
ひ
婦
人
は
益
々
賢
毋
良
妻
以
外
に
他
の
或
物
把
ら
ん
と 

^
れ
ば
此
不
公
平
^
し

<
當
鎖
的
な
る
天
職
を
避
け
ん
と
欲
す
る
％
の
多
き
に
至
る
傾
向
あ
6
<
、
單
に
育
子
の
爲 

欲
す
る
家
婦
日
に
多
き
.
を
加
夯
る
の
.み
な
ら
岁
、
百
尺
竿
：
二
生
涯
を
犧
牲
-に
供
す
る
こ
と
を
喜
ば
次
る
、が
如
し
。

頭
里
.

U

一
 

步
を
進
：§

て
此
神
聖
な
る
婦
人
の
職
責
を
絕
對
-

以
上
吾
人
ft

女
子
、

S

其
婚
姻
欲
を
滿
允
3
ん
矽
爲
支
挪
ふ 

的
に
.免
1 -
ん
爲
全
.く

^
嫁

念

す

る

名
の
.先
進
國

に

輩
.
.

\

代
償
物
.

Q

一
 

般
を
.略
述
し
杧
6
。
婦
人
が
婚
嫁
を
決
行
す 

..出
す
る
に
至
^

6
0.
.
'
. 

..一
 

る
は
夫
れ
に
依
-
^
く
滿
允
し
得
る
諸
種
の
欲
望
の
總
許
の 

.

’
C
.育

子

：：育
子
は
婦
人
の
f

天
職
に
し
て
娘
娠
及
分
她
一
價
値
舻
代
償
物
の
自
己
に
與
ふ
る
苦
痛
よ
6
?

太
な
6
i
 

.は
育
子
の
，

；

る

名
の
.な
'
^
0
;
育
子
の
要
な
け
れ
ば
姙
.思
惟
し
^
る
が
敌
な
6
。 

■

.

.娠

^

^
は

無

意

味
0'
?
の
な
6
。
高
等
»■
物

名

此

天

職

を

又

脖

土

し
<
は
父
母
の
壓
迫
を
事
と
？

せ
ず
極
カ
媚
嫁
を 

0 

:有
し
皆
孜
々
と
し
.
<其
職
を
泰
匕
倦
む
こ
と
を
知
ら
次
る
，拒
絕
し
、
終
に
は
往
々
に
し
て
自
殺
に
依
を
破

"錄

.■錄 

二
四
九



g: 

J
甘
ん
i

l

l
あ

る

は

、
，他
に
情
夫t

か

又

焉
 

IS
.S
者 

I

I

、
或 

s

f

 

1
15 

>

喜
よ
要
す
る
に
其
綠
談
の
成
功
に
依

6
 

S
る

_ 

gi
l

快
樂
滿
I

夫
れ
に
f

て
_

る
|

」

お

?f
p̂
?

l

#
し 

S

?

。
木
下
藤 

m

 

M

u
男
子
の
大
千
代
を
捨
て
猿
面
冠
者
に
嫁
ぎ
允
る
ま、\ 

T
f
l

を

有

せ
I

吉
郞
の
未
來
の
成
功
4

想

し

、 

..種
の
虛
榮
心
に
驅
ら
れ
、
將

來

其

虛

音

の

滿

足

に

依

名

得

る

愉

快
|

|

十
代
の
？

？
v
l
i
S

 

;

'±
々
名
大
な
ろ
と
豫
想
せ
し
故
な
ら
ん
。

丨

f
\

.

.
第

四

、
女
子
の
■結

婚

年

齡
 

：

"

fl
;

_

fl
II
”

il
s

:

;>
f

ナ
る
を
以
て
な
-0
と
論
ヒ
把
，り
0
本
頁
に
^

j 

I

は
節
單
に
女
子
の
結
攀
齡
を
攻
S

ん
とi

 

|

i

f

f

 

6

1年
間
早
く
結 

i
な
す
を
常
I

す
は
人
の
細
る
所
？

。
然
れ

？

何

_

ti
f

3

p

lf

\
.
.
1

、
習

憤

-

一：

ニ
、
女
子
の
.成
熟
期
の
卑
き
.C
I
C
,
 

,

三

^
子
は
獨
立
.自
營
.の
準
備
の
爲
長
日
月
の
逢
業
を..

.

.

要
す
.る

に

反

し

女

子

は

通

常

之

基

芗

る

乙

と
 

\: 

•四
、
男
女
問
の
容
貌
の
發
達
及
び
馘
返
の8
速

.

:

丑
男
子
は
結
概
の
延
期
に
依
6

セ
其
負

檐
の
爾
加
を 

.

防
ぐ
こ
と
を
得
る
S

女
子
は
結
婚
の
延
期
に
依
6

て
#
々
自
己
若
し
く
は
其
父
母
の
負
擔
を
曾
to
す 

る
の
虞
^
る
こ
i
 

-
):
:■

'
 

.
 

_

|
1

、
女
子
は
鄕
嫁
期
に
對
ず
る
世
人
の
意
志I

右

す
る 

.名
の
は
一
見
主
と
し
て
習
慣
に
在
る
名
の
、
如

し

0

各
國 

民

殊

に

文

明

國

の

人

民

は

學

於

自

身

ょI

年
昆
者
允 

る
女
子
と
^

«
す

る

こ〜

.を
^
ば
次
る
.風
ぁ
6

て
、

巾 

妻
は
夫
ょ
.委

年

若

し
0
尤

名

之

に
は
例
外
I

に
非
ぎ 

4

と

男

子

は

常

に
.年
少
者
の
翁
A
間y

其
杭
鐘
を
求
め

，未

婚

婦

人

の

父

母

名

亦

杧

其

娘

を

年

長

者

杧

る

男

子

に

嫁
. 

於
し
め
ん
と
欲
す
る
が
如
し
。

さ
は
云
へ
此
習
慣
は
決
し 

て
婦
人
の
婚
期
を
早
め
允
る
根
本
的
原
因
に
非
す
。3
ら 

ば
、
所
謂
限
本
的
原
因
、
卽

も

此

習

慣

を.#
6

1
る

名

のI 

は
何
ぞ
や
。.蓋
し
此
根
本
的
原
因
は
前
揭
ニ
よ
，り
五
に
至 

ふ
特
種
の
事
情
是
ル.也
。

.

.

1  

一V 

"
男
子
よ
女
子
の
方
數
年
間
早
く
成
熟
し
、
從
つ 

<
同
比
例
に
性
欲
名
早
く
發
動
す
る
傾
向
あ
る
は
前
に
述 

べ
^

る
於
如
し
。
此
情
欲
の
發
動
早
き
爲
め
、
從
つ
て
婦 

人
自
身
に
取
6

て
は
結
辦
欲
の
發
生
早
く
、
其
父
母
に
取 

タ
<
は
、
娘
の
婚
嫁
を
囁
ぐ
必
.要
生
す
。
因
是
、
若
し
他 

に
婚
嫁
.を
延
期
す
ベ
き
特
種
の
事
情
な
き
限
纟
は
、
婦
人 

は
可
及
的
黾
く
結
婚
せ
ん
こ
と
を
望
ひ
名
.の
.な
6
。
殊
に 

下
等
社
會
及
び
上
流
社
會
の
婦
人
於
中
流
社
會
の
婦
人
よ)  

早
く
婚
嫁
す
る
は
中
流
社
會
の
婦
人
は
他
の
階
級
の|  

婦
人
よ
較
的
高
等
の
敎
育
を
受
け
且
つ
所
爾
理
想 

の
夫
を
得
ん
と
努
め
、
單
に
性
欲
の
發
動
の
爲
め
結
婚
期 

15
1

を
急
妒
次
る
に
反
し
'
T

等
社
會
及
び
貴
族
間
の
婦
人
は

雜〕

錄
.

敎
育
を
受
く
る
こ
と
少
な
き
於
、

X

受
く
る
名
不
売
全
な
. 

る
を
以
て
從
つ
て
性
欲
の
發
動
は
其
結
婚
期
に一

大
影
響 

を
及
ば
す
名
の
^

6
0

尤
名
性
欲
の
滿
足
於
直
ち
に
女
子
の

0
0
の
理
由
と
.な
る 

|

場
合
少
な
き
は
贅
す
る
の
要
な
き
？
、
性
欲
發
動
の
認
識 

が
夫
れ
に
#

ふ
各
種
の
危
險の

！！
！
！

と

な

從

ひ

て

婚 

嫁
斷
行
の
利
益
を
認
め
、
自
然
に
女
子
早
婚
の
習
惯
を
作 

j

る
に
.至
れ
る
を
忘
4!
す
べ
於
ら
す
。

三
、
男
子
は
通
常
獨
立
自
營
の
爲
め
長
日
月
の
修
業
を
な 

さ
5-
る
べ
於
ら
宇
。
我
國
に
於
て

' 
大
工
、
左
官
の
如
き 

は
數
ヶ
年
の
年
期
奉
公
を
濟
し
、
一
人
前
の
職
人
i

な
.
.
O、
 

|

妻
を
養
ふ
に
至
る
に
は
早
ぐ
名
二
十
ご
ー
歲
な
る
を
要
す
。

商
店
の
奉
公
人
i

な
る
洛
所
爾
通
番
頭
と
な
る
か
、
又
は 

|
主
家
の
支
店
々
主
と
な
る
に
は
"
二
十
五
歲
乃
至
三
十
歲 

迄
獨
身
.に
て
勞
働
せ
次
る
を
得
す
。
醫
師
、
辯
護
士
等
の

t

f

B

高
等
職
業
に
從
事
す
る
名
の
に
在6

て
$
亦

同
b
。

普
通 

敎

育

を

終

へ

、
叉
其
專
門
の
學
科
を
修
得
す
る
迄
に
は
早 

き
，名
二

十

四

五

歳

、
晚

き
&
三
十
歲
と
な
6
、
且
つ
學
業
：

, 

5

1

I

I

I

I
|



15
2

$

0

r

f

0

i

其
收
入
甚
だ
少
額
に
ん
て
辛
匕
て 

自
己
の
生
活
費
を
支
出
し
得
る
に
過
ぎ
穿
。
因
是
、
&
.
に 

收
入
の
道
な
け
れ
ば
、
數
年
間
は
自
己
の
腕
一
本
に
て
は 

妻
子
を
養
ふ
能
は
^
る
な
6

°
,

反

之

、
.
女

子

は

花

嫁

の

資

格

と

し
て
、
其
配
偶
者
と
同
等 

の
學
カ
修
養
を
要
せ
次
H

殊
に
下
等
社
會
の
男
子 

は
敎
育
あ
.る
婦
人
を
嬰
る
こ
と
を
好
爻
次
る
の
風
あ
6

て 

彼
等
の
要
求
す
る
所
は
單
に
簡
易
の
讀
書
、
作
文
、
算
術 

の
素
養
な
.6

0中
流
、
上
流
社
會
に
對
し
て
名
、
我
國
に 

て
は
、
高
等
女
學
校
の
卒
業
證
書
は
是
れ
最
上
の
パ

ス
ボ 

.丨
ト
な
6

。
加
之
、
高
等
女
學
校
以
上
の
敎
育
を
受
け
把 

る
婦
A
U
至
6

て
は
、

一
般
に
之
を
學
者
視
し
、
敬
し
て 

遠
ぎ
く
る
傾
向
f

o

而
し
て
、
高
等
女
學
校
卒
業
年
齡 

は
通
常
十
八
九
歲
な
6

。
之
と
中
流
の
男
子
の
結
娘
期
女 

石
ニ
十
七
八
歳
ょ
4

1
十
歲
と
比
較
せ
ば
、
其
間
約
十
年

、
 

の
相
違
あ
6
0
0假
令
敎
育
あ
.る
婦
人
於
女
學
校
卒
業
後
直

湯
生
花
等
の
技
馨
^J

を
修
習
す
る
な
す
名
、
酋f

具
差
丄
、

, 

1
吾

七
年
な
/
'

V。

男
子
の
修
業
年
限
日
々
加
は
る
と
共
に
、
也 

日
其
酡
偶
者
尤
る
べ
き
女
子
の
敎
育
S

漸
次
盛
ん
に
な
6
 

つ
、
ぁ
れ
ど
、
男
子
於
其
妻
に
®

求
す
る
學
力
の
程
度
猶 

I

低
し
。
男
子
舣
有
す
る
學
力
、
修

蒙

麗

i

其
妻
に
要 

-
求
す
る
學
力
' 

修
養
と
の
差
は
卽
も
是
れ
男
子
と
女
子
の 

結
赌
期
の
差
を
生
せ
し
め
^

る
第
一
一
の
原
因
也
。

四
男
子
の
蓉
貌
は
求
赌
女
子
に
對
す
る
自
己
の
價
值
の 

1

少
部
分
を
構
成
す
る
の
み
也
。
假
^

s
r
其
賈
値
の
大
部 

■^
か
容
貌
風
姿
等
に
依
6

て
定
ま
'2
>

名

の
i
な
す
名
、
.号 

子
の
容
貌
は
老
衰
す
る
に
至
る
迄
は
年
と
共
に
發
達
す
る 

を
常〜

な
す
を
以
て
、
.男
子
は
結
姬
の
诞
期
に
依
6

て
求 

婚
女
子
に
對
す
る
自
己
の
價
値
を
馘
損
す
る
t

と
摩
れ
な

3

れ
ど
“、
女
子
に
在
6

て
は
然
ら
す
0

通
常
の
求
嫩
男
子 

に
巽
し
て
は
女
子
の
容
貌
は
其
價
値
の
大
部
分
を
占
む
る 

名
の
fe
i

蓺

邏

妓

の

『

寶

買

價

格

』

は

主

，
こ

し

て

容

貌

を 

基
礎
と
し
て
評
定
す
る
を
常
と
す
。
求
婚
女
子
の
容
貌
は 

藝
娼
妓
の
容
貌
の
如
く
重
大
視
せ

ら

.
れ

届

ら

次

る
气

W
.

153
ぼ

|

大
條
#-
把
る
を
失
は
梦
。
さ
は
れ
、
女
子
の
容
_
は 

男
子
の
容
貌
の
如
く
耐
久
性
を
有
せ
す
俗
譬
に
名
云
べ
る 

如
く
、r

鬼

名

十

八

蛇

名

一

一

十

」

とv

女
子
の
容
貌
a

一
一
十

.一
 

歲
前
後u

通
常
其
'極
點
に
達
し
、
其
れ
ょ
，6
星
移
6
物
變 

'る
と
共
に
漸
次
衰
退
す
る
の
傾
向
あ
6

。
因
是
、

一
年
間 

...
の
結
婚
の
延
期
は
一
年
問
丈
け
の
容
貌
の
凋
^

と
な
6

、

1

年
間
の
^

^
の
衰
退
は
夫
れ
丈
け
$

チ
に
#
す
る
«
値 

.
の
減
少
を
意
味
す
る
な
6

。
女
子
の
概
鎵
を
急
ぐ
は
宜
な|  

な
.と
謂
ふ
べ
し
。
 

‘

.

■五
、
普
贩
男
子
は
初
期
就
業
期
ょ
ろ
退
隱
期
に
至
る
迄
は
, 

其
收
入
次
第
に
增
加
す
る
？
の
也
。
大
工
、
左
官
、
指
物
.
 

師S

如
き
職
工
は
各
其
技
術
の
熟
達
す
る
に
從
ひ
多
く
の

\ 

賃
銀
を
得
べ
く
、
商
人
は
事
業
に
經
驗
を
積
ひ
に
從
ひ
、

其
利
潤
を
增
し
、會
社
、
官
公
廳
に
勤
務
せ
る
名
のは
年

一
 

功
に
依
6

昇
級
增
俸
を
受
く
。
而
しV

男

子

'
&
結

婚

に

依

ー 

蒙
ひ
る
最
大
負
檐
は
結
婚

U

依
ら
て
生
す
る
生
計
費 

の
增
加
也
。
因
是
、
收
入
の
多
寡
は
妻
帶
期
に
大
影
響
を 

及
さ
V
る
を
得
ず
。
換
言
す
れ
ば
興
子
は
其
結
赠
を
延
期

雜

錄

す
る
と
反
比
例
に
結
婚
に
依6
て
生
梦
る
負
檐
を
比
« .
的 

に
輕
減
し
得
る
令
の
也
。

反
之
、
女
子
は
結
婚
の
延
期
に
依
6

て
益
々
自
己
若
し
く 

は
其
父
の
負
檐
を
增
加
す
る
の
み
也
。
孤
獨
の
女
子
は
自 

營
の
道
を
講
せ
次
る
べ
か
ら
^

る
务
、
前
述
の
如
く
、
女 

子
は
到
底
生
存
競
爭
上
毋
子
の
歒
手
な
ら
ず
且
つ
男
子
め 

經
驗
せ
ざ
る
、
女
子
に
取
6
<

、
不
利
な
る
諸
種
の
事
情 

あ
る
を
以
て
、
一
日

.名
早
く
男
子
の
經
濟
的
保
®
を
仰
が 

ん
と
欲
す
る
は
是
非
な
き
次
第
と
«

ふ
べ
き
な
6

。
叉
父 

兄
の
保
«

を
受
く
る
女
子
は
結
她
©
期
に
依
6

<
其
父
兄 

の
負
檐
を
益
々
重
か
ら
し
む
る
虡
あ
6

。
故
に
此
の
如
く 

經
濟
的
負
檐
TC
る
妙
齢
の
婦
人
の
保
*
者
は
寸
峙
名
早
く 

之
を
他
家
に
嫁
せ
ん
と
欲
す
る
は
自
然
の
#

也
。

要

之
、
女
子
の
結
婿
期
が
男
子
の
緒
婚
に
比
し
.て
數
ケ
年 

早
き
は
主
と
し
て
前
記
四
五
の
事
情
に
因
る
名
の
也
。

(

完

結)

1

五
三


